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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はプレプロタンパク質をコードしており、このタンパク質はタンパク質分解によって巨核球増強因子とメソテリンという2つのタンパク質産物を生成します。巨核球増強因子は、骨髄巨核球のコロニー形成を刺激するサイトカインとして機能します。メソテリンは、グリコシルホスファチジルイノシトールアンカー型の細胞表面タンパク質であり、細胞接着タンパク質として機能する可能性があります。このタンパク質は、上皮性中皮腫、卵巣癌、および特定の扁平上皮癌で過剰発現しています。選択的スプライシングによって複数の転写バリアントが生じ、そのうち少なくとも1つはタンパク質分解によって処理されるアイソフォームをコードしています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CHO3D10（1）、SK-MES-1（2）、HL-60（3）細胞溶解物に対するMSLNマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	MSLN マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

